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会
報｢

シ
ル
バ
ー
安
芸
高
田｣

創
刊
号
の
発
刊
に
あ
た
り
ご

挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。

社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
高

田
郡
内
六
町
が
平
成
十
六
年
三
月
一
日
に
合
併
し
安
芸
高
田
市

が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
ま
し
て
、
安
芸
高
田
市
内
六

町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
が
平
成
十
七
年
四
月
一
日
に

統
合
し
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

五
月
三
十
日
に
は
統
合
後
第
一
回
の
会
員
五
百
七
十
余
名
の

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
提
出
さ
れ
た
議
案
が
全
て
承
認
可
決
さ

れ
、
新
し
く
理
事
二
十
名
監
事
三
名
の
役
員
の
選
任
を
頂
い
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

安
芸
高
田
市
は
面
積
五
三
八
・
一
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

高
齢
化
率
三
十
三
％
と
三
人
に
一
人
は
高
齢
者
で
あ
り
ま
す
。

社
会
か
ら
支
え
ら
れ
る
高
齢
者
で
は
な
く
社
会
を
支
え
地
域
活

性
化
の
主
役
と
な
る
よ
う
新
し
い
役
員
体
制
の
も
と
新
た
な
基

盤
整
備
を
推
進
し
、
組
織
体
制
の
確
立
を
図
り
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す｢

自
主
・
自
立
・
共
働
・

共
助｣

の
も
と
に
安
全
就
業
を
第
一
に
考
え
、
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
が｢

誰
で
も
・
何
時
で
も
・
何
処
で
も｣

シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
参
画
で
き
る
体
制
の
も
と
に
、

安
芸
高
田
市
の
市
民
三
万
四
千
人
余
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
喜
ん
で
頂
け
る
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
平

成
十
七
年
度
の
事
業
計
画
に
も
と
づ
き
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

市
行
政
並
び
に
関
係
者
各
位
の
強
力
な
ご
支
援
と
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
市
長

の
児
玉
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
言

お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

ご
存
知
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
、
昨

年
の
三
月
一
日
に
六
つ
の
町
が
合
併
を

し
て
、
市
が
出
来
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
ち
ょ
う
ど
今
二
年
目
に
入
っ
て

お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
分
、
六
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
今
ま
で
の

違
っ
た
町
が
一
緒
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
い
っ
ぺ
ん
に
す
べ
て
の
も
の
を

統
一
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
難
し
い
わ

け
で
あ
り
ま
す
が
、
何
と
か
一
年
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
し
て
、
二
年
目
に
は

い
っ
て
か
な
り
軌
道
に
の
っ
た
か
な
あ

と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
感
じ
も
す
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協

力
に
よ
り
ま
し
て
新
し
い
市
の
発
展
の

為
に
、
お
互
い
に
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
年
の

一
月
以
後
、
時
間
を
か
け
て
、
本
当
に

そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
違
っ
た
組
織
を
も
っ

て
お
ら
れ
、
こ
う
い
う
難
し
さ
の
中
で

統
合
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
の
皆

さ
ん
に
対
し
て
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
皆
さ
ん
の
力
を
新
し
い
市
の

活
性
化
の
為
に
、
大
い
に
役
立
て
て
頂

き
た
い
と
こ
の
よ
う
に
思
う
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
新
し
い
安
芸
高
田
市
の
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
本
来
の
目
的
を
果

た
せ
る
よ
う
に
一
層
の
ご
努
力
を
お
願

い
致
し
ま
し
て
、
ひ
と
こ
と
お
祝
い
の

言
葉
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
、
平
成
十
七
年
五
月
社
団
法
人

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

通
常
総
会
開
催
に
あ
た
り
一
言
お
祝
い

の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
十
七
年
四

月
に
吉
田
町
、
甲
田
町
、
八
千
代
町
、

美
土
里
町
、
高
宮
町
、
向
原
町
の
六
町

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
が
統
合

さ
れ
、
社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
発
足
後
、
初
め
て
の
総

会
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
慶
賀
に
た
え
ま
せ
ん
。

安
芸
高
田
市
内
の
各
町
の
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
等
が
統
合
し
、
統
一
あ

る
体
制
を
整
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

大
変
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

本
日
、
こ
こ
に
お
集
ま
り
に
な
っ
た

皆
さ
ま
方
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
の
発
展
に
、
多
大
な
る
成
果
を
あ

げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
本
日
の
総
会
を

機
に
、
相
互
の
交
流
、
協
力
を
深
め
る

こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
が
、
い
っ
そ
う
充
実
発

展
す
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

健
康
で
働
く
意
欲
を
持
っ
た
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
、
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
経

験
と
技
能
を
生
か
し
な
が
ら
、
活
力
あ

る�
地
域
社
会
づ
く
り�
に
参
加
す
る

と
と
も
に
、
自
ら
の
生
き
が
い
の
充
実

を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
念
願
致
し
ま

す
と
共
に
、
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
、
益
々
の
発
展
を
祈
念

い
た
し
、
は
な
は
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。本

日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

通
常
総
会
の
開
催
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

統
合
し
て
始
め
て
の
通
常
総
会
に
多

数
の
皆
さ
ま
が
出
席
さ
れ
て
お
り
ま
す

こ
と
は
、
皆
さ
ま
の
新
し
い
組
織
へ
の

意
識
の
高
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

安
芸
高
田
市
も
、
合
併
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
組
織
が

｢

安
芸
高
田
市
何
々｣

と

し
て
、
再
統
合
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
組
織
に
お
か
れ
ま
し
て
も
一
月
に

調
印
式
、
四
月
か
ら
正
式
に
合
併
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
ご
苦
労

も
お
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

組
織
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
両
方
が
お

き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
は
で
き
る
だ
け
大
き
く
し
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
で
き
る
だ
け
小
さ
く
し

て
い
た
だ
く
、
そ
し
て
皆
さ
ま
が
持
た

れ
て
い
る
長
年
培
わ
れ
た
技
術
、
知
識
、

経
験
を
、
安
芸
高
田
市
の
た
め
、
ま
た

地
域
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
生
か
し
、
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
理
事
長
さ
ん
の
あ
い
さ
つ

の
中
に
、｢

約
三
万
四
千
人
の
安
芸
高

田
市
民
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
シ

ル
バ
ー
に
な
り
た
い｣

と
ご
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ

と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
方
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
と

ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
お
祝
い

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

本
年
四
月
に
市
内
六
町
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
等
を
統
合
さ
れ
ま
し
て
、

社
団
法
人
と
し
て
新
た
に
発
足
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
各
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
等
の
理
事
長
さ
ん
を
は

じ
め
と
し
て
会
員
の
皆
様
、
関
係
者
の

方
々
の
熱
意
と
ご
努
力
の
賜
物
で
あ
る

と
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
し
だ
い
で
あ

り
ま
す
。

最
近
の
景
気
で
す
が
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
最

近
発
表
さ
れ
ま
し
た
内
容
に
よ
り
ま
す

と
、
全
国
的
に
は
企
業
の
景
気
の
見
方
、

感
じ
方
が
良
く
な
っ
た
と
か
失
業
者
が

減
っ
て
失
業
率
が
下
が
っ
た
と
か
、
就

職
希
望
者
に
対
す
る
求
人
が
増
え
た
な

ど
と
景
気
改
善
の
動
き
が
見
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
、
当
安
芸
高
田
市
地
域
に
お

き
ま
し
て
は
、
全
国
的
な
動
き
と
は
程

遠
く
、
確
か
に
求
人
数
は
増
え
て
き
て

は
お
り
ま
す
が
、
パ
ー
ト
労
働
者
の
よ

う
な
求
人
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
常
用
で
な

い
も
の
や
、
技
能
や
資
格
を
必
要
と
す

る
も
の
、
若
い
年
齢
層
を
求
め
る
も
の

が
多
く
、
特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
は
人
口
の
急
速
な
高
齢
化
が
進

行
し
て
お
り
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
っ

て
経
済
社
会
の
活
力
を
維
持
し
て
行
く

た
め
に
は
、
高
齢
者
の
方
々
が
知
識
や

経
験
を
生
か
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
会
員
の
皆
様
へ
の

積
極
的
な
就
業
機
会
の
提
供
と
、
就
業

を
通
じ
て
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
一

層
の
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
は
就
業
を
通

じ
て
の
積
極
的
な
社
会
参
加
に
よ
り
充

実
し
た
生
活
が
送
ら
れ
ま
す
よ
う
念
願

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
今
後
益
々

の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
、
関
係
者

の
方
々
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。
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出張所長
山本 勝
八千代町

出張所長
高広 四六
美土里町

出張所長
丸本冨喜夫
高宮町

出張所長代理
大賀 千晶
向原町

副理事長
実方 政義
甲田町

副理事長
金川 末夫
向原町

理事
松浦 利貞
八千代町

理事
福田美恵子
八千代町

理事
山中 登
吉田町

理事長
坪井 克己
吉田町

理事
横見 恒昭
吉田町

理事
新家 一夫
吉田町

理事
沖土居利丸
吉田町

理事
大石 昭則
吉田町

理事
山岡 正子
甲田町

理事
山口 康文
吉田町

理事
沖野 洋美
八千代町

理事
中川 隆士
美土里町

理事
山藤 照明
美土里町

理事
児玉征之助
高宮町

理事
藤川 操
高宮町

理事
行友 勉
甲田町

監事
渡邊 輝雄
吉田町

監事
上藤 節夫
甲田町

監事
兼近 浩三
向原町

事務局長
三木 鐡也
吉田町

次長
牧原 昭男
吉田町

理事
渡邉 徹也
向原町

支所長
渡辺 正美
甲田町
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健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
参
画
で
き
る
体
制
づ
く
り
と
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
発
注
者
の
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
の
会
員
の
増
強
を
図
る
。

入
会
説
明
会
の
毎
月
二
十
日
定
例
日
開
催(

各
拠
点)

｢

シ
ル
バ
ー
安
芸
高
田｣

等
の
広
報
紙
発
行
、
市
広
報
誌
へ
Ｐ
Ｒ
の
掲
載

有
線
放
送
を
利
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動

女
性
会
員
の
増
強
確
保
と
女
性
に
適
合
し
た
仕
事
量
の
拡
大
等

研
修
会
・
講
習
会
の
開
催
・
会
員
福
利
厚
生
等
の
充
実

安
全
・
適
正
就
業
の
周
知
徹
底

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
の
推
進

安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
事
故
防
止
の
徹
底

傷
害
事
故
等
へ
の
迅
速
な
対
応

Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開

会
員
が
不
足
し
て
い
る
職
種
、
新
し
い
職
種
等
へ
の
対
応
可
能
な
人
材
の
確
保

会
員
の
自
主
性
の
促
進
及
び
未
就
業
会
員
の
解
消
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
作
り

を
図
る
た
め
、｢

活
動
拠
点｣

の
特
性
を
活
か
し
た
独
自
事
業
の
強
化
・
推
進

に
努
め
る
。

組
織
体
制

理
事
会
…
…
…
…
業
務
の
執
行
と
推
進

専
門
部
会
等
の
主
な
活
動

����
…
…
…
…
…
…
…
…
…
組
織
、
財
務
、
他
団
体
と
の
連
携
等

����
…
…
…
…
…
…
…
…
…
就
業
開
拓
、
職
群
班
と
の
連
携
、
研
修
等

����
…
…
…
…
…
…
…
…
…
高
齢
者
等
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
等

����

…
…
…
…
…
…
…
…
…
普
及
啓
発
、
広
報
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｐ
Ｒ

����������
…
…
…
就
業
の
安
全
、無
事
故
指
導
、健
康
管
理
等

������������
…
会
員
の
適
正
就
業
、
就
業
機
会
の
提
供

班
組
織
の
編
成
等

役
員
及
び
職
員
の
資
質
の
向
上

財
政
運
営
の
推
進

未
収
金
対
策
の
検
討

配
分
金
単
価
の
見
直
し
と
一
元
化

平
成
十
七
年
度
事
業
計
画

科 目 本年度
当初予算額

前年度
当初予算額 増 減 備 考

大中 科 目
１ 事 業 費 207,317 99,159 108,158
受託事業費 172,880 78,000 94,880
独自事業費 2,336 2,380 ▲44
普及啓発費 2,669 1,300 1,369
就業開拓提供費 18,983 7,750 11,233
安 全 適 正
就業推進費 4,780 3,703 1,077

調査研究費 375 637 ▲262
福祉・家事
援助事業費 4,201 4,060 141

ＳＰ事業費 1,093 1,329 ▲236
２ 管 理 費 53,410 28,265 25,145
人 件 費 40,516 22,698 17,818
一般運営費 12,894 5,567 7,327

３ 固 定 資 産
取 得 支 出 2,818 3 2,815

固 定 資 産
購 入 支 出 2,818 3 2,815

４ 敷金・保証金等 支 出 63 0 63

預託金支出 63 0 63 自動車リサイクル料

５ 借 入 金
返 済 支 出 1 1 0

短期借入金
返 済 支 出 1 1 0

６ 特定預金支出 2,101 1,000 1,101
減価償却引当
預 金 支 出 2,101 1,000 1,101 減価償却引当預金へ

７ 予 備 費 843 500 343

予 備 費 843 500 343
当期支出合計(Ｃ) 266,553 128,928 137,625

注 �吉田町シルバー人材センターを存続法人とした｡

科 目 本年度
当初予算額

前年度
当初予算額

増 減 備 考
大 科 目

１ 受託事業収入 189,557 85,000 104,557

２ 独自事業収入 2,421 2,500 ▲79

３ 会 費 収 入 1,666 545 1,121

４ 補助金等収入 64,603 37,245 27,358
国庫補助金
(Ｃランク)

５ 負担金収入 94 134 ▲40

６ 寄付金収入 3 1 2

７ 雑 収 入 160 2 158

８
敷金・保証金
等戻り収入

2 0 2

９ 借入金収入 1 1 0

当 期 収 入
合 計(Ａ)

258,507 125,428 133,079

前 期 繰 越
収 支 差 額

8,046 3,500 4,546

収入合計(Ｂ) 266,553 128,928 137,625

平成17年度収支予算書 自 平成17年４月１日
至 平成18年３月31日

２. 支出の部 (単位：千円)１. 収入の部 (単位：千円)

����

����



会
長

春

日

信

次

五
月
三
十
日
、
Ｊ
Ａ
広
島
北
部
農
協
本

店
に
お
い
て
、
平
成
十
七
年
度
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

信
川
副
会
長
の
司
会
に
よ
り
、
議
長
に

は
福
丸
清
治
氏
を
選
出
、
議
事
が
進
行
さ

れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
、
会
則
の
一

部
改
正
案
等
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

新
役
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
新
た
な
決

意
と
互
助
会
の
拡
大
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
発
展
を
誓
い
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

五
年
目
を
迎
え
た
互
助
会
は
会
員
の
親

睦
と
福
利
・
厚
生
を
目
的
と
し
て
、
各
種

事
業
の
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

新
市
発
足
に
伴
い｢

互
助
会｣

の
足
並

み
を
そ
ろ
え
て
の
立
ち
上
げ
が
理
想
と
さ

れ
ま
し
た
が
、
実
情
に
お
い
て
調
整
が
つ

か
ず
、
今
後
の
拡
大
協
議
を
待
ち
た
い
も

の
で
す
。

お
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
長
い
間
互

助
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
退
任
さ
れ
た

役
員
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
、
御
健
勝

と
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

安芸高田市シルバー人材センター会報����(平成��)年７月１日
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������������������吉
田
町
地
域
会
員
互
助
会
総
会

(社)安芸高田市シルバー人材センター
吉田町地域会員互助会役員

平成17年５月30日 (敬称略､ 順不同)

役職名 氏 名 住 所

会 長 春 日 信 次 吉田町吉田

副 会 長 岩 田 隆 幸 吉田町多治比

副 会 長 信 川 敏 夫 吉田町山手

副 会 長 可愛川寛治 吉田町上入江

庶務会計 飯 森 義 明 吉田町多治比

幹 事 渡 邉 幸 雄 吉田町吉田

幹 事 谷口美千男 吉田町吉田

幹 事 田 坂 満 徳 吉田町小山

幹 事 沖 田 一 夫 吉田町竹原

幹 事 松 永 眞 郎 吉田町長屋

監 事 松 村 澄 夫 吉田町竹原

監 事 小 川 忠 昭 吉田町吉田

顧 問 坪 井 克 己 吉田町吉田 (理事長)

顧 問 新 家 一 夫 吉田町川本
(安全適正就業委員長)

顧 問 三 木 鐡 也 吉田町相合
(常務理事､ 事務局長)

顧 問 渡 邊 輝 雄 吉田町吉田 (監事)

����
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�����������安芸高田市シルバー人材センター 各地域拠点の所在地�安芸高田市シルバー人材センター
本所

住所 〒731-0544
安芸高田市吉田町多治比611-1
TEL(0826)42-4411 FAX(0826)42-1800

�安芸高田市シルバー人材センター
甲田支所

住所 〒739-1104
安芸高田市甲田町上甲立387-2
TEL(0826)45-5111 FAX(0826)45-7811

�安芸高田市シルバー人材センター
高宮出張所

住所 〒731-1806
安芸高田市高宮町来女木1854-2
TEL(0826) 57-2323 FAX(0826)57-2323

�安芸高田市シルバー人材センター
向原出張所

住所 〒739-1201
安芸高田市向原町坂152-13 ふれあいプラザ向原
TEL(0826)46-7180 FAX(0826)46-7180

�安芸高田市シルバー人材センター
八千代出張所

住所 〒731-0303
安芸高田市八千代町佐々井1367
TEL(0826) 52-4336 FAX(0826)52-4336

�安芸高田市シルバー人材センター
美土里出張所

住所 〒731-0612
安芸高田市美土里町本郷1790
TEL(0826)59-2054 FAX(0826)59-2057

����



会会会
員員員
募募募
集集集
中中中

����������������������������������������������������������������������������������������会会会会会
員員員員員
さささささ
んんんんん
ににににに
おおおおお
願願願願願
いいいいい

○
就
業
報
告
書
に
は
仕
事
が
完

了
し
た
証
に
な
る
お
客
様
の

確
認
印
を
必
ず
も
ら
っ
て
事

務
局
へ
早
く
出
し
て
下
さ
い
。

������安安安安安安安安安全全全全全全全全全就就就就就就就就就業業業業業業業業業強強強強強強強強強
化化化化化化化化化
月月月月月月月月月
間間間間間間間間間

実
施
期
間

七
月
一
日
か
ら

七
月
三
十
一
日
ま
で

全全全全全全全
国国国国国国国
安安安安安安安
全全全全全全全
週週週週週週週
間間間間間間間

七
月
一
日
か
ら
七
月
七
日

ま
で

※
各
期
間
中
に
安
全
委
員
会
に

よ
る
各
地
域
の
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
致
し
ま
す
。

安芸高田市シルバー人材センター会報����(平成��)年７月１日
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20�袋200円 40�袋350円�������������� ※軽四ダンプ１台

3000円で

※広島市近郊の配
達サービスは､
50袋以上のご注
文とさせていた
だきます｡

次
の
会
員
の
方
が
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。こ
こ
に
謹
ん
で
ご
哀
悼
の

意
を
表
し
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

吉
田
町

木
村
正
明
さ
ん

美
土
里
町

小
原
敏
男
さ
ん

郵
政
民
営
化
、
靖
国
神
社
参
拝
等
々
、
話
題
に
事
欠
か
な
い
昨
今
で
す
。

行
革
は
荒
波
が
押
寄
せ
る
一
方
で
、
補
助
対
象
も
厳
し
い
一
面
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
今
年
四
月
に
社
団
法
人
と
し
て
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
発
足
し
、
先
の
総
会
で
役
員
も
決
ま
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
、

数
ヶ
月
を
経
て
お
り
ま
す
。

六
ヶ
町
を
併
せ
た
、
広
範
囲
・
広
域
に
亘
る
セ
ン
タ
ー
の
役
割
も
異
な

り
、
役
員
、
会
員
の
認
識
も
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
大
規
模

に
な
れ
ば
な
る
程
、
三
面
等
価
の
原
則
、
責
任
、
権
限
、
義
務
も
大
き
く

な
り
、
旧
町
時
の
慣
行
、
慣
習
、
慣
例
の
考
え
方
を
一
掃
す
る
よ
う
な
柔

軟
な
思
考
も
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
と
し
て
住
み
よ
い
街

づ
く
り
の
一
翼
を
担
い
、
存
在
価
値
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
域
社
会
へ
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
は
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。
合
併

を
機
に
緊
褌
一
番
、
地
域
の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
人
材
セ
ン
タ
ー
と
な

る
よ
う
、
多
岐
多
様
な
就
業
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
適
正
、
公
平
な
就
業
機
会

の
提
供
に
努
力
し
、
積
極
真
摯
な
姿
勢
を
堅
持
し
な
が
ら
百
の
説
法
よ
り

一
つ
の
実
践
が
必
要
と
肝
銘
し
、
さ
ら
に
就
業
件
数
の
増
加
拡
充
も
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
会
員
皆
さ
ん
と
共
に
躍
進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
一
層
の
御
協
力
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
切
望
い
た
し
ま
す
。

����
�������������������������������全国安全就業強化月間

７月１日～７月31日

全全国国統統一一ススロローーガガンン
｢安全で活かせシルバーの知恵と技｣
安全適正パトロールを実施します｡
無事故を目指して安全就業しましょう｡

安全就業標語の募集
安芸高田市シルバー人材センターは､ 安全

意識の高揚を図るため次のとおり標語を募集
します｡
○センター会員で安全就業を表現した作品｡
２点まで応募できます｡
○ハガキに作品・住所・氏名を記入して７月
29日までに事務
局に提出してく
ださい (期限厳
守)｡
○入選作品は会員
交流会等で発表
し賞を出します｡
また､ 会報等に
掲載します｡

� � � � � � �������� ���������
���

�� ��������������
７月 高齢者向け料理講習会 (吉田町)
８月 パソコン教室 (甲田町)
10月 襖張り特別講習 (先進地)
11月 高齢者向け家庭介護法 (甲田町)
12月 安全就業講習会 (甲田町)
２月 高齢者向け料理講習会 (吉田町)���� ������������������������������������������������安全パトロール
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